
大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
の
前
身
に
あ
た
る
文
化
財
学
科
は
、

平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
設
立
準
備
段
階
か
ら

数
年
に
わ
た
っ
て
、
本
学
図
書
館
で
は
歴
史
資
料
が
重
点
的
に
購
入
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
は
そ
の
後
、
本
学
博
物
館
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
冊

子
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
研
究
で
活
用
さ
れ
た

こ
と
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
こ
で
こ
の
た
び
、
よ
り
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
文
化
学
科
の
教

員
で
分
担
し
て
解
説
を
付
す
こ
と
と
し
た
。
解
説
の
文
責
は
、
各
項
目
の
末
尾

に
記
し
て
い
る
。
な
お
、
目
録
の
作
成
は
馬
部
が
担
当
し
た
。

【
文
書
１
】
顕
杲
灌
頂
勘
文

醍
醐
寺
の
学
僧
で
あ
る
顕
杲
（
一
一
二
二
〜
一
二
七
七
）
が
、
承
安
三
年

（
一
一
七
三
）
に
記
し
た
も
の
で
、
畿
内
諸
寺
に
お
け
る
灌
頂
の
先
例
が
列
挙

さ
れ
る
。
末
尾
に
は
、
蓮
華
王
院
で
こ
れ
を
認
め
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
完
全
な

状
態
の
も
の
は
少
な
い
が
、
承
安
二
年
の
年
代
を
記
す
も
の
な
ど
紙
背
文
書
も

数
点
存
在
す
る
。

端
裏
書
に
「
伝
領
道
快
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、【
文
書
１
】
は
の
ち
に
醍

醐
寺
地
蔵
院
の
道
快
（
の
ち
に
聖
快
、
一
三
四
四
〜
一
四
一
七
）
が
所
持
し
て

い
る
。「
顕
鈔
」（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
『
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
目

録
』
一
七
、
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
年
、
四
五
九
頁
）
の
奥
書
に
も

「
於
醍
醐
寺
地
蔵
院
、
以
顕
杲
／
自
筆
草
案
等
書
写
之
、
不
可
／
有
外
見
云
々

／
金
剛
仏
子
道
快
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
顕
杲
が
残
し
た
自
筆
草
案
等

は
醍
醐
寺
地
蔵
院
に
残
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、【
文
書
１
】
も
地
蔵
院
旧
蔵

文
書
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
顕
杲
に
つ
い
て
は
柴
田
賢
龍
『
日
本
密
教
人
物
事
典
』
醍
醐
僧
伝
探

訪
上
巻
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
〇
年
）
三
六
〇
頁
〜
三
六
三
頁
が
、
道
快
に

つ
い
て
は
伴
瀬
明
美
「
室
町
期
の
醍
醐
寺
地
蔵
院
」（
西
弥
生
編
著
『
醍
醐
寺
』

戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
六
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
い
。

大
阪
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
史
料
の
紹
介

梯

信
暁
・
竹
本

晃

苫
名

悠
・
馬
部
隆
弘

１



（
馬
部
）

【
文
書
２
】
仁
王
経
法
伴
僧
交
名
注
進
状
案
な
ど
五
通

【
文
書
２
】
の
う
ち
建
保
七
年
（
一
二
一
九
）
の
①
は
、
端
裏
に
「
仁
王
経

法
伴
僧
交
名
案
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仁
王
経
法
で
の
伴
僧
を
列
挙
し

た
も
の
で
あ
る
。
西
弥
生
「
三
宝
院
流
と
仁
王
経
法
」（
同
『
中
世
密
教
寺
院

と
修
法
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
の
ち
仁
王

経
法
は
醍
醐
寺
三
宝
院
流
を
象
徴
す
る
修
法
と
な
っ
て
い
く
。

①
に
は
、
醍
醐
寺
座
主
で
あ
る
光
宝
以
下
二
〇
名
の
僧
名
が
列
挙
さ
れ
る
。

森
田
清
太
郎
氏
所
蔵
文
書
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）
の
な
か
に
は
建

保
五
年
の
「
仁
王
経
法
伴
僧
張
文
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
列
記
さ
れ
る

二
〇
名
の
う
ち
光
宝
・
行
厳
・
実
覚
・
定
運
・
任
賢
・
尊
祐
・
成
信
・
継
賢
・

孝
賢
の
九
名
ま
で
が
①
の
僧
名
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、
森
田
清
太
郎
氏
所
蔵

文
書
に
含
ま
れ
る
建
保
六
年
の
「
普
賢
延
命
法
伴
僧
張
文
」
に
列
記
さ
れ
る
二

〇
名
の
う
ち
、
光
宝
・
行
厳
・
実
覚
・
定
運
・
全
賢
・
深
賢
・
杲
運
・
尊
祐
・

成
信
・
孝
賢
・
浄
尊
の
一
一
名
も
の
名
が
一
致
す
る
。
そ
れ
で
い
て
【
文
書

２
】
に
含
ま
れ
る
文
書
と
森
田
清
太
郎
氏
所
蔵
文
書
は
、
一
点
も
重
複
し
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
本
来
一
括
の
文
書
群
で
、
別
々
に
流
出
し
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。

そ
の
点
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
森
田
清
太
郎
氏
所
蔵
文
書
に
含
ま
れ
る
「
孔

雀
明
王
護
摩
巻
数
案
」
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い
。

孔
雀
明
王
護
摩
所

奉
供供

養
法
二
十
一
箇
度

護
摩
供
二
十
一
箇
度

諸
神
供
三
箇
度

奉
読大

孔
雀
明
王
経
二
十
一
部

奉
念仏

眼
真
言
二
千
一
百
遍

大
日
真
言
二
千
一
百
遍

本
尊
真
言
二
万
一
千
遍

大
金
剛
輪
真
言
一
百
五
十
遍

一
字
金
輪
真
言
二
千
一
百
遍

右
奉
為

禅
定
二
品
大
王
御
願
成
就
、
自
去
十
七
日
迄
于
今
日
并
一
七
箇

日
夜
之
間
、
殊
致
精
誠
奉
修
如
件
、

寛
喜
元
秊
十
二
月
廿
四
日

阿
闍
梨
前
権
僧
正
法
印
大
和
尚
位
成
賢

【
文
書
２
】
の
③
も
同
じ
く
表
題
が
「
孔
雀
明
王
護
摩
所
」
で
、
日
付
も
寛

喜
元
年
（
一
二
二
九
）
一
二
月
二
四
日
と
な
っ
て
お
り
合
致
す
る
。
相
違
点
は

次
の
部
分
で
あ
る
。

本
尊
真
言
二
万
一
千
ヽ

（
合
点
）

八
字
文
殊
真
言
二
千
一
百
ヽ

（
合
点
）

不
動
真
言
二
千
一
百
ヽ

（
合
点
）

無
能
勝
明
王
真
言
二
千
一
百
ヽ

２



大
金
剛
輪
真
言
一
百
五
十
ヽ

右
の
よ
う
に
本
尊
真
言
と
大
金
剛
輪
真
言
の
間
の
三
ヶ
条
に
合
点
が
振
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
③
の
裏
面
に
は
、
こ
の
三
ヶ
条
を
削
除
し
た
同
文
が
記
さ

れ
る
。
さ
ら
に
③
の
表
面
の
余
白
部
分
に
は
、
森
田
本
「
孔
雀
明
王
護
摩
巻
数

案
」
と
同
筆
で
文
字
の
練
習
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
③
は
森
田
本
の
下

書
と
い
え
る
。

な
お
、
千
々
和
到
・
北
爪
寛
之
・
熊
谷
博
史
「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵

『
森
田
清
太
郎
旧
蔵
醍
醐
寺
地
蔵
院
等
文
書
』」（『
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資

産
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
一
年
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
森
田
清
太
郎
氏
所

蔵
文
書
の
多
く
は
醍
醐
寺
地
蔵
院
文
書
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、「
孔
雀

明
王
護
摩
巻
数
案
」
に
も
み
え
る
成
賢
の
も
と
で
三
宝
院
流
は
分
派
し
、
①
に

み
え
る
深
賢
が
地
蔵
院
流
と
な
る
（
前
掲
西
論
文
「
醍
醐
寺
諸
流
血
脈
」）。
そ

れ
を
受
け
継
い
だ
の
は
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
の
⑤
「
降
三
世
御
修
法
巻

数
案
」
で
発
給
者
と
し
て
名
の
み
え
る
親
快
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、【
文

書
１
】
と
【
文
書
２
】
は
本
来
は
森
田
清
太
郎
氏
所
蔵
文
書
と
一
括
の
醍
醐
寺

地
蔵
院
文
書
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
①
翻
刻
）

（
端
裏
書
）

「
建
保
七
年
二
月
十
三
日

仁
王
経
法
伴
僧
交
名
案

於
賀
陽
院
殿
在
之
」

注
進

伴
僧
交
名
事

権
大
僧
都
光
宝

権
少
僧
都
行
厳

法
眼

実
覚

権
律
師

定
運

全
賢

深
賢

尊
深

大
法
師

杲
運

任
賢

尊
祐

覚
遍

成
信

継
賢

良
厳

◦

公
厳

孝
賢

厳
実

浄
尊

心
海

兼
海

右
注
進
如
件
、

建
保
七
秊
二
月
十
三
日

行
事
法
橋
大
位
厳
円

（
マ
マ
）

阿
闍
梨
前
権
僧
正
ヽ
ヽ
ヽ

（
馬
部
）

【
文
書
３
】
足
利
直
義
軍
勢
催
促
状

観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
に
河
内
国
茨
田
郡
伊
香
賀
郷
（
大
阪
府
枚
方
市
）

の
地
頭
職
で
あ
る
土
屋
宗
直
に
対
し
て
、
高
師
直
・
師
泰
兄
弟
討
伐
に
参
加
す

る
よ
う
命
じ
た
足
利
直
義
の
軍
勢
催
促
状
で
あ
る
。
既
知
の
も
の
で
、『
枚
方

市
史
』
第
六
巻
（
一
九
六
八
）
に
所
収
さ
れ
る
土
屋
氏
文
書
一
四
号
に
該
当
す

る
。
た
だ
し
、『
枚
方
市
史
』
は
足
利
直
義
の
花
押
を
足
利
尊
氏
の
花
押
と
取

り
違
え
て
い
る
。

（
翻
刻
）

（
高
）

（
同
）

（
誅
）

師
直
・
師
泰
殊
伐
事
、
早
可
致
軍
忠
之
状
如
件
、

３ 大阪大谷大学図書館所蔵史料の紹介



（
足
利
直
義
）

観
応
元
年
十
一
月
廿
三
日

（
花
押
）

（
宗
直
）

土
屋
孫
次
郎
殿

（
馬
部
）

【
文
書
４
】
和
田
盛
助
処
分
状

寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
に
和
田
盛
助
が
嫡
子
太
郎
次
郎
に
相
続
し
た
と
き

の
処
分
状
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
一
の
も
の
が
、
保
阪
潤
治
氏
所
蔵
文
書
（
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
大
正
頃
に
保
阪

氏
が
蒐
集
し
、
戦
後
に
散
逸
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
も
と
も
と
は
和
泉
の
和

田
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
で
、
渋
谷
一
成
「
巻
三
所
収
文
書
の
内
容
と
翻
刻
」

（『
堺
市
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
七
号
、
二
〇
一
八
年
）
の
う
ち
、
和
田
文
書

三
巻
一
二
号
の
案
文
で
あ
る
。
影
写
本
と
比
較
す
る
と
、
裏
打
な
ど
の
装
丁
を

施
す
と
き
に
端
裏
書
の
一
部
や
裏
花
押
を
失
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
そ
の

た
め
、
後
掲
の
翻
刻
は
、
影
写
本
に
基
づ
い
て
欠
落
を
補
っ
た
。

案
文
と
は
い
え
花
押
や
裏
花
押
も
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
正
文
の
つ
も
り
で

作
成
し
た
も
の
の
、
修
正
す
べ
き
点
が
発
生
し
た
た
め
結
果
と
し
て
案
文
と
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
修
正
点
は
、
行
間
へ
の
書
き
込
み
な
ど
で
あ
る
が
、
正
文

と
比
較
す
る
と
、
大
き
く
異
な
る
点
が
あ
る
。
案
文
の
最
後
の
一
つ
書
き
の
続

き
に
、
正
文
で
は
池
底
一
五
ヶ
所
と
二
ヶ
所
の
池
の
取
水
分
、
そ
し
て
山
林
九

ヶ
所
が
追
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
加
筆
部
分
は
、
永
仁
二
年
（
一
二

九
四
）
の
和
田
清
遠
の
処
分
状
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
二
〇
〇
年
以
上
の
ち
の
寛
正
二
年
段
階
の
実
態
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

（
翻
刻
）

（
端
裏
異
筆
）

「
正
心
ノ
次

盛
助
ユ
ツ
リ
状
」

（
和
田
）

譲
与

左
近
将
監
盛
助
処
分
之
事

定

一
和
田
惣
領
職
并
開
発
惣
下
司
職

一
放
上
宮
并
社
々
惣
長
者
職

一
放
光
寺
俗
別
当
職

（
蕨
）

一
蔗
上
下
別
所
別
当
職

一
檜
尾
寺
別
当
職

一
得
富
・
恒
富
名
田
畠
等

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
継
目
裏
花
押
）

（
管
）

一
上
中
条
山
林
荒
野
并
池
河
官
領

中

（
姓
）

牛

一
上
◦
条
在
家
百
性
人
夫
伝
馬
◦
等

一
和
泉
近
木
郷
十
生
長
官
職

一
河
内
国
金
太
庄
惣
判
官
代
職
并
長
曽
祢
郷
郡
司
職

一
和
田
安
支
名
此
ハ
盛
助
一
期
之
後
可
知
行

右
件
所
職
等
悉
嫡
男
太
郎
次
郎
仁
譲
渡
者
也
、
雖
多
兄
弟
依
為
少
得
分

不
及
支
配
也
、
面
々
不
可
有
恨
旨
也
、
弟
妹
共
惣
領
ト
シ
テ
可
扶
持
者

也
、
仍
為
後
代
譲
之
状
如
件
、

寛
正
弐
年
辛巳
十
月
十
四
日

大
中
臣
盛
助
（
花
押
）

４



（
馬
部
）

【
文
書
５
】
足
利
政
氏
書
状

発
給
者
の
足
利
政
氏
は
二
代
目
の
古
河
公
方
だ
が
、『
戦
国
遺
文

古
河
公

方
編
』
に
も
未
収
の
文
書
で
あ
る
。
宛
先
は
常
陸
下
妻
城
主
で
、
時
期
か
ら
判

断
し
て
多
賀
谷
祥
潜
と
考
え
ら
れ
る
。
入
道
後
の
祥
潜
の
名
は
大
永
六
年
（
一

五
二
六
）
の
光
明
寺
文
書
一
号
（『
茨
城
県
史
料
』
中
世
編
三
、
一
九
九
〇
年
）

で
確
認
で
き
る
が
、
一
般
に
知
ら
れ
る
「
家
植
」
と
い
う
諱
は
「
多
賀
谷
家

譜
」
な
ど
の
編
纂
物
で
し
か
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
下
妻
市
小
野
子

に
伝
わ
る
永
正
一
七
年
（
一
五
二
〇
）
の
木
造
千
手
観
音
座
像
胎
内
銘
に
「
大

檀
那
多
賀
谷
下
総
守
基
泰
」
と
み
え
る
の
で
（『
下
妻
市
史
』
上
、
一
九
九
三

年
、
三
二
五
頁
・
三
七
二
頁
）、
基
泰
が
入
道
し
て
祥
潜
と
称
し
た
と
考
え
た

ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
入
道
し
て
い
る
の
で
、【
文
書
５
】
は
永
正
一
七
年
以
降
の
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
政
氏
は
入
道
し
て
「
道
長
」
を
称
し
て
い
た

（
佐
藤
博
信
編
『
戦
国
遺
文

古
河
公
方
編
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、

三
九
九
号
）。
嫡
子
の
高
基
と
の
古
河
公
方
の
座
を
巡
る
抗
争
で
、
多
賀
谷

「
家
植
」
が
政
氏
に
比
較
的
近
い
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
、「
円
福
寺
記
録
」

（『
古
河
市
史
』
資
料
中
世
編
、
一
九
八
一
年
、
一
五
三
一
号
）
な
ど
の
編
纂
物

か
ら
も
読
み
取
れ
る
が
、【
文
書
５
】
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
翻
刻
）樹

淡
到
来
忻
入
候
、
巨
細
長
門
守
可
申
遣
候
、
謹
言
、

（
足
利
政
氏
）

九
月
十
七
日

（
花
押
）

（
祥
潜
）

多
賀
谷
下
総
入
道
殿

（
馬
部
）

【
文
書
６
】
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
な
ど
二
通

永
正
一
六
年
（
一
五
一
九
）
の
【
文
書
６
】
①
で
は
、
南
禅
寺
東
禅
院
が
室

町
通
錦
小
路
上
ル
山
伏
山
町
に
所
在
す
る
所
領
の
安
堵
を
室
町
幕
府
に
求
め
て

認
め
ら
れ
て
い
る
。
同
年
に
興
福
寺
東
北
院
と
北
野
社
日
連
歌
外
会
所
が
相
論

を
起
こ
し
、
室
町
通
と
西
洞
院
通
の
間
の
錦
小
路
通
に
面
し
た
所
領
を
め
ぐ
っ

て
対
峙
し
た
。
そ
の
相
論
に
自
ら
の
所
領
が
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
と
、
荘

園
領
主
た
ち
は
次
々
と
幕
府
に
支
証
を
提
出
し
て
安
堵
を
求
め
た
よ
う
で
、
六

月
八
日
に
天
龍
寺
三
会
院
、
七
月
五
日
に
南
御
所
（
宝
鏡
寺
）、
八
月
一
一
日

に
南
禅
寺
徳
隣
庵
が
そ
れ
ぞ
れ
奉
行
人
奉
書
を
得
て
い
る
（
今
谷
明
・
高
橋
康

夫
編
『
室
町
幕
府
文
書
集
成

奉
行
人
奉
書
篇
』
下
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八

六
年
、
二
九
八
九
号
・
二
九
九
三
号
・
二
九
九
七
号
）。【
文
書
６
】
の
①
は
、

そ
の
一
連
の
動
向
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
の
②
は
、
①
の
や
や
西
に
あ
た
る
錦
小
路
町
の
土

地
に
か
か
る
地
子
銭
の
徴
収
権
を
冨
春
軒
一
清
が
東
禅
院
に
寄
進
し
た
も
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
受
益
者
か
ら
判
断
し
て
、
①
と
②
は
い
ず
れ
も
南
禅
寺
東
禅

院
文
書
と
い
え
る
。
東
禅
院
文
書
は
近
世
段
階
か
ら
流
出
し
て
い
た
よ
う
で
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
国
学
者
で
あ
る
御
巫
清
直
が
各
地
で
書
写
し
た
文

書
を
集
め
た
「
輯
古
帖
」
の
な
か
に
も
、「
松
坂
某
蔵
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
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い
る
（『
三
重
県
史
』
資
料
編
中
世
１
（
下
）、
一
九
九
九
年
、
七
四
四
頁
）。

（
①
翻
刻
）

（
小
）

南
禅
寺
東
禅
院
英
安
首
座
并
英
珊
首
座
申
洛
中
錦
少
路
室
町
北
西
頬
屋
地

口
南
北
六
丈
六
尺

奥
東
西
廿
五
丈

事
、
今
度
東
北
院
雑
掌
競
望
之
条
、
為
御
糺
明
知
行
有
無
被

相
尋
候
処
、
去
永
正
元
年
以
前
請
取
出
帯
之
条
、
彼
両
首
座
当
知
行
之
段

分
明
之
上
者
、
可
全
領
知
之
旨
被
成
御
下
知
訖
、
宜
令
存
知
之
由
、
所
被

仰
出
之
状
、
如
件
、

永
正
十
六

（
飯
尾
）

六
月
十
九
日

貞
運
（
花
押
）

（
斎
藤
）

基
雄
（
花
押
）

（
姓
）

当
地
百
性
中

（
②
翻
刻
）

下
京
錦
小
路
屋
地
子
銭
之
事
、
為
軒
領
寄
進
申
上
者
、
誰
違
乱
不
可
有
他

妨
候
者
也
、
仍
如
件
、

永
禄
弐
未

冨
春
軒

卯
月
十
日

一
清
（
花
押
）

東
禅
院

泉
等
軒

（
馬
部
）

【
文
書
７
】
秋
野
返
答

御
條
目
相
違
趣
意
書
（
四
天
王
寺
衆
徒
相
論
記
録
）

享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
四
天
王
寺
の
衆
徒
と
秋
野
坊
の
間
で
生
じ
た

訴
訟
の
記
録
で
あ
る
。
衆
徒
一
二
院
の
う
ち
二
臈
に
あ
た
る
二
舎
利
が
記
録
し

た
も
の
で
あ
る
。

「
鬼
洞
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岸
和
田
在
住
の
蒐

集
家
で
あ
っ
た
出
口
神
暁
（
一
九
〇
七
〜
一
九
八
五
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一

部
と
判
明
す
る
。
現
在
、
鬼
洞
文
庫
の
多
く
は
、
関
西
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。

（
馬
部
）

【
文
書
８
】
天
王
寺
秘
記
（
四
天
王
寺
境
内
名
所
記
）

【
文
書
７
】
と
同
じ
く
「
鬼
洞
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
四
天

王
寺
境
内
の
名
所
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
馬
部
）

【
文
書
９
】
伴
林
光
平
書
状
な
ど
六
通

【
文
書
９
】
の
①
と
②
は
、
国
学
者
で
天
誅
組
の
変
に
参
加
し
た
伴
林
光
平

（
一
八
一
三
〜
一
八
六
四
）
か
ら
枚
岡
富
之
輔
（
平
岡
鳥
見
之
介
）
に
送
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
③
は
光
平
が
摂
津
に
あ
る
知
己
の
寺
院
に
宛
て
た
も
の
で
、

（

斑

鳩

）

「
此
人
兼
て
申
上
候
和
州
い
か
る
か
の
里
平
岡
富
之
介
殿
に
て
御
座
候
、
此
度

有
馬
湯
治
い
た
し
度
発
足
被
致
候
、
彼
方
之
事
と
も
一
向
不
案
内
之
よ
し
ニ

付
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
現
地
の
案
内
を
依
頼
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
も
平
岡
富
之
介
が
有
馬
に
赴
い
た
際
に
持
参
し
た
も
の
と
い
え
る
。

伴
林
光
平
と
親
し
い
大
和
斑
鳩
の
平
岡
氏
と
い
え
ば
平
岡
鳩
平
で
、
の
ち
の

北
畠
治
房
（
一
八
三
三
〜
一
九
二
一
）
が
思
い
当
た
る
。
差
出
が
「
神
」
で
宛

６



先
が
「
布
」
と
な
っ
て
い
る
④
に
貼
ら
れ
た
付
箋
に
は
、「
布
ハ
布
穀
ノ
布
、

（
字
）

神
／
ハ
神
楽
声
舎
ノ
神
の
／
チ
、
余
ニ
宛
タ
ル
光
平
ノ
／
書
也

明
治
四
五
・

六
・
六
日
／
布
穀
鑑
識
」
と
の
説
明
が
記
さ
れ
る
。
布
穀
と
は
北
畠
治
房
の
雅

号
な
の
で
、
若
い
頃
の
彼
が
富
之
介
と
い
う
変
名
を
用
い
て
い
た
こ
と
や
、
一

連
の
文
書
が
北
畠
治
房
旧
蔵
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
こ
の
付
箋
か
ら
判
明
す

る
。

（
馬
部
）

【
文
書
１０
】
天
誅
組
檄
文
な
ど
四
通

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
天
誅
組
の
変
に
あ
た
っ
て
、
伴
林
光
平
が
大
和

国
吉
野
郡
北
山
郷
に
対
し
て
認
め
た
と
さ
れ
る
檄
文
。
台
湾
在
住
の
山
移
定
政

旧
蔵
文
書
で
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
定
政
が
光
平
の
弟
子
で
あ
っ
た

北
畠
治
房
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
際
の
治
房
の
書
簡
も
と
も
に
軸
装
さ
れ
て
い

る
。
治
房
は
、
こ
の
檄
文
を
み
た
と
き
に
【
文
書
９
】
と
対
照
し
た
に
違
い
あ

る
ま
い
。
題
簽
と
箱
書
は
池
辺
義
象
に
よ
る
も
の
で
、
大
正
二
年
（
一
九
一

三
）
の
土
方
久
元
に
よ
る
序
詞
と
中
山
孝
麿
の
賛
を
巻
頭
に
付
し
て
い
る
。

（
馬
部
）

【
文
書
１１
】
桂
小
五
郎
書
状

桂
小
五
郎
（
一
八
三
三
〜
一
八
七
七
）
が
、
同
じ
く
長
州
藩
士
の
大
和
弥
八

郎
（
一
八
三
五
〜
一
八
六
五
）
に
宛
て
て
送
っ
た
書
状
で
あ
る
。
文
中
に
禁
門

の
変
で
没
す
る
久
坂
玄
瑞
（
一
八
四
〇
〜
一
八
六
四
）
の
名
が
み
え
る
の
で
、

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

（
翻
刻
）今

朝
御
伺
可
申
上
筈
ノ
処
、
客
来
有
之
、
不
得
其
意
、
残
念
何
卒
御
悔
恕

（
元
僴
）

可
被
下
候
、
京
師
変
事
心
ニ
留
共
、
乙
第
ニ
老
師
御
差
出
方
、
福
原
翁
へ

（
玄
瑞
）

御
示
談
被
下
度
、
中
村
九
郎
宛
ノ
書
、
久
坂
義
助
へ
内
々
御
渡
し
奉
願

候
、
い
つ
れ
今
晩
登
堂
拝
鳳
万
縷
�
�

八
月
十
六

（
桂
小
五
郎
）

木
圭

（
弥
八
郎
）

大
和
老
兄御

親
拆

（
馬
部
）

【
文
書
１２
】
徳
富
蘇
峰
書
簡
な
ど
六
通

書
簡
六
通
が
一
軸
に
合
装
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
徳

富
蘇
峰
（
猪
一
郎
、
一
八
六
三
〜
一
九
五
七
）
か
ら
医
師
の
佐
伯
理
一
郎
（
一

八
六
二
〜
一
九
五
三
）
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
蘇
峰
と
理
一
郎
は
年
齢
も

近
く
、
同
じ
肥
後
出
身
で
あ
っ
た
。
蘇
峰
は
、
い
わ
ゆ
る
熊
本
バ
ン
ド
の
結
成

に
参
加
し
て
い
る
が
、
理
一
郎
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
熊
本
バ
ン
ド

の
小
崎
弘
道
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
。
そ
う
し
た
点
か
ら
、
関
係
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
佐
伯
理
一
郎
旧
蔵
資
料
は
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
寄
贈

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
本
井
康
博
「
佐
伯
理
一
郎
と
内
村
鑑
三
」（『
同
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志
社
談
叢
』
第
一
九
号
、
一
九
九
九
年
）
お
よ
び
林
潔
「『
佐
伯
理
一
郎
旧
蔵

資
料
』
の
紹
介
」（『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
第
六
七
号
、
二
〇
一
八

年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
佐
伯
理
一
郎
宛
て
の
来
簡
集
は
早
い
段
階
で
佐
伯
家

を
離
れ
、
阿
知
波
五
郎
氏
の
手
を
経
て
現
在
は
杏
雨
書
屋
が
所
蔵
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
多
治
比
郁
夫
「
杏
雨
書
屋
所
蔵
書
簡
集
（
六
）・

（
七
）」（『
杏
雨
』
第
一
一
号
・
第
一
二
号
、
二
〇
〇
八
年
・
二
〇
〇
九
年
）
に

詳
し
い
。

そ
の
い
ず
れ
に
も
蘇
峰
の
書
簡
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
意
図
的
に
蘇
峰

の
書
簡
の
み
が
抜
き
取
ら
れ
軸
装
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
の
事
例
は
、

松
崎
八
重
「
新
渡
戸
稲
造
書
簡
二
通
の
紹
介
」（『
華
頂
短
期
大
学
研
究
紀
要
』

第
一
三
号
、
一
九
六
九
年
）
や
『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
三
七
巻
〜
第
三
九
巻

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
で
も
確
認
で
き
る
。
新
渡
戸
稲
造
・
内
村

鑑
三
な
ど
著
名
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
書
簡
は
、
特
別
な
扱
い
を
受
け
た
よ
う
で

あ
る
。

蘇
峰
と
理
一
郎
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
公
益
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰

記
念
塩
崎
財
団
が
所
蔵
す
る
理
一
郎
か
ら
蘇
峰
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
も
確
認
で

き
る
。
財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
編
『
徳
富
蘇
峰
宛
書
簡
目
録
』

（
徳
富
蘇
峰
記
念
館
、
一
九
九
五
年
）
に
よ
る
と
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

か
ら
昭
和
一
六
年
に
か
け
て
一
七
通
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

二
人
が
出
会
っ
た
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
接
近
す
る
契
機
と
な
っ
た

の
は
明
治
二
七
年
の
日
清
戦
争
だ
と
思
わ
れ
る
。
明
治
一
七
年
に
海
軍
の
軍
医

補
と
な
っ
た
理
一
郎
は
、
同
一
九
年
に
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
同
二

四
年
に
帰
国
す
る
。
そ
の
後
、
海
軍
を
退
き
、
京
都
で
産
婦
人
科
医
を
開
業
す

る
と
と
も
に
、
同
志
社
病
院
に
も
勤
務
す
る
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
七
年
に
日
清

戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
海
軍
少
軍
医
と
し
て
召
集
さ
れ
て
佐
世
保
海
軍
病
院
に

勤
務
す
る
こ
と
と
な
る
（「
佐
伯
理
一
郎
先
生
略
年
譜
」『
医
譚
』
復
刊
第
三

号
、
一
九
五
三
年
）。

【
文
書
１２
】
の
な
か
で
最
も
古
い
①
は
、
同
年
の
も
の
で
佐
世
保
に
い
る
理

一
郎
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
文
頭
が
「
過
日
者
久
し
振
ニ
拝
謁
ヲ
得
」
と
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
直
前
に
二
人
は
久
し
ぶ
り
に
面
会
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

蘇
峰
は
、
日
清
戦
争
を
日
本
の
勢
力
拡
張
の
好
機
と
捉
え
て
お
り
、
取
材
に
注

力
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
海
軍
に
理
一
郎
が
戻
っ
た
こ
と
を
耳
に

し
て
、
交
遊
を
深
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
馬
部
）

【
絵
図
１
】
戒
壇
堂
荘
厳
之
図

東
大
寺
戒
壇
院
の
戒
壇
堂
平
面
図
で
あ
る
。
裏
書
に
「
享
保
廿
乙卯
年
四
月
日

年
預
伍
師

新
図
之

権
少
僧
都
懐
賢
」「
戒
壇
堂
荘
厳
之
図

東
大
寺
公
物
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
享
保
廿
年
（
一
七
三
五
）
に
描
か
れ
た
こ
と
や
東
大
寺
旧
蔵
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
、【
絵
図
１
】〜【
絵
図
３
】
は
一
括
の
も
の
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
年
の
年
預
五
師
は
、
裏
書
に
も
あ
る
よ
う
に
尊
光
院
懐
賢
で
あ
っ
た
。

【
絵
図
２
】
へ
の
書
き
込
み
に
「
第
三
興
隆
」
と
あ
る
よ
う
に
、
現
在
の
戒
壇

堂
は
三
度
目
の
再
建
に
あ
た
る
も
の
で
、
享
保
一
八
年
二
月
に
完
成
の
供
養
が

８



行
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
工
事
を
遂
行
し
た
当
時
の
東
大
寺
長
老
慧
光
（
一
六
六
六
〜
一

七
三
四
）
は
、
大
阪
大
谷
大
学
に
程
近
い
河
内
国
錦
部
郡
彼
方
村
出
身
で
あ
る

（『
百
年
の
あ
ゆ
み

お
ち
か
た
』
彼
方
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
、
二
〇
〇
一
年
）。
彼
は
江
戸
の
湯
島
に
徳
川
綱
吉
が
創
建
し
た
霊
雲
寺

の
住
職
で
、
幕
府
の
力
を
背
景
に
享
保
一
〇
年
に
東
大
寺
長
老
に
就
任
し
た
。

そ
し
て
【
絵
図
２
】
へ
の
書
き
込
み
に
も
あ
る
よ
う
に
享
保
一
二
年
に
東
大
寺

に
移
っ
て
き
た
。

当
時
の
戒
壇
堂
は
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
の
戦
火
で
失
わ
れ
た
ま
ま

で
、
仮
堂
し
か
な
か
っ
た
。
慧
光
は
そ
の
復
興
を
託
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
慧
光
は
、
戒
壇
院
の
復
興
を
見
届
け
た
翌
年
の
享
保
一
九
年
一
一
月
四
日

に
没
し
た
。
慧
光
は
彼
方
村
に
か
つ
て
あ
っ
た
蓮
花
心
寺
の
住
職
も
兼
ね
て
い

た
た
め
、
彼
の
墓
は
東
大
寺
・
霊
雲
寺
の
ほ
か
、
富
田
林
市
立
彼
方
保
育
園
南

西
の
蓮
花
心
寺
跡
地
に
も
残
っ
て
い
る
。

（
馬
部
）

【
絵
図
２
】
東
大
寺
戒
壇
院
境
内
絵
図

裏
書
に
「
東
大
寺
／
戒
壇
院
境
内
絵
図
」
と
あ
る
よ
う
に
、
戒
壇
院
の
境
内

全
体
を
描
い
た
絵
図
で
あ
る
。
表
面
左
下
に
「
安
永
三
甲午
年
十
月
新
造
／
長
老

明
道
／
寺
護
瑞
鑑
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
描

か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

戒
壇
堂
の
右
脇
に
は
、「
戒
壇
第
三
興
隆
慧
光
／
享
保
十
二
丁
未
歳
三
月
廿

蓮花心寺跡と慧光の墓（左から 1基目）
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五
日
従
江
戸
霊
雲
寺
移
転
于
本
院
／
同
十
八
年
癸
丑
二
月
廿
二
日
戒
壇
堂
供

養
」
と
、
復
興
の
経
緯
も
記
さ
れ
る
。

（
馬
部
）

【
絵
図
３
】
戒
壇
院
僧
坊
等
麁
色

表
紙
に
「
戒
壇
院
僧
坊
等
麁
色
」「
大
工
次
郎
三
郎
之
作
」
と
記
さ
れ
る
。

戒
壇
堂
の
西
側
に
あ
る
僧
坊
な
ど
、
複
数
の
建
造
物
に
使
用
さ
れ
た
柱
な
ど
の

部
材
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
代
は
記
さ
れ
な
い
が
、
文
字
や
料
紙
の
様

子
を
見
る
限
り
、
享
保
期
の
再
建
に
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
近
世
初
期
の
も
の

と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
の
整
備
に
伴
う
も
の
で

あ
ろ
う
。

（
馬
部
）

【
絵
図
４
】
四
天
王
寺
火
除
地
絵
図

火
事
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
、
四
天
王
寺
の
伽
藍
周
辺
は
火
除
地
と
し
て
畑
地

と
な
っ
て
い
た
。【
絵
図
４
】
は
、
そ
の
火
除
地
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
絵

図
へ
の
書
き
込
み
に
よ
る
と
、
火
除
地
に
あ
た
る
天
王
寺
村
の
建
家
と
伽
藍
を

囲
う
藪
垣
と
の
間
の
間
数
が
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
と
翌
二
年
に
四
天
王

寺
と
天
王
寺
村
双
方
立
ち
会
い
の
も
と
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
年
数

も
経
過
し
た
の
で
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
再
確
認
さ
れ
て
作
成
さ
れ
た

の
が
【
絵
図
４
】
で
あ
る
。

書
き
込
み
に
は
、
火
除
地
は
畑
地
で
年
貢
地
に
あ
た
る
た
め
、
新
規
に
建
物

を
設
け
る
の
は
原
則
と
し
て
無
理
で
あ
る
旨
も
み
え
る
。
た
だ
し
、
ど
う
し
て

も
必
要
に
迫
ら
れ
た
な
ら
ば
、
ま
ず
四
天
王
寺
に
申
し
出
た
う
え
で
、
領
主
に

願
い
出
て
許
可
を
と
る
と
い
う
手
続
き
の
方
法
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
馬
部
）

【
聖
教
１
】
大
般
若
波
羅
蜜
多
経

巻
第
五
百
三
十
四
（
殖
木
宮
大
般
若
経
）

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
は
、
大
般
若
経
と
も
呼
ば
れ
、
全
六
百
巻
か
ら
成
る
大

部
の
経
典
で
、
般
若
経
典
の
集
大
成
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
奈
良

時
代
以
降
、
功
徳
や
追
善
、
厄
災
除
去
を
願
っ
て
盛
ん
に
写
さ
れ
、
今
で
も
各

地
に
多
く
の
実
物
が
残
っ
て
い
る
。

【
聖
教
１
】
は
、
そ
う
し
た
六
百
巻
も
の
の
な
か
の
一
巻
で
あ
る
。
現
状
は

巻
子
装
で
、
こ
れ
は
当
初
か
ら
の
形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
奥
に
は
保
元
三

年
（
一
一
五
八
）
の
修
補
の
識
語
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
保
元
三
年
以
前
に
写

さ
れ
た
と
わ
か
る
。
お
お
よ
そ
平
安
時
代
の
後
半
の
書
写
経
と
考
え
て
よ
い
。

表
紙
は
後
補
で
あ
る
が
、
薄
茶
色
で
、
金
銀
の
切
箔
、
銀
の
野
毛
、
裂
き
箔

な
ど
が
施
さ
れ
、
整
理
記
号
と
思
わ
れ
る
「
正
」
が
表
題
下
に
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
正
」
は
、
大
般
若
経
の
編
成
を
示
す
記
号
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ

る
千
字
文
函
号
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。

経
紙
は
楮
紙
で
あ
り
、
全
一
七
紙
か
ら
な
る
。
一
行
は
一
七
字
詰
め
で
、
第

二
紙
目
の
計
測
値
と
し
て
、
紙
高
二
四
・
七
㎝
、
一
紙
幅
五
〇
・
〇
㎝
、
界
高

一
九
・
八
㎝
、
界
幅
一
・
八
㎝
、
一
紙
行
数
は
二
八
行
で
あ
る
。
軸
は
、
黒
漆

塗
の
割
軸
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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【
聖
教
１
】
の
特
徴
と
し
て
は
、
界
高
と
同
程
度
の
高
さ
一
九
・
三
㎝
の
宝

塔
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
屋
根
の
両
端
に
は
風
鐸
が
ぶ
ら
下

が
り
、
屋
根
の
両
端
と
相
輪
を
固
定
す
る
線
も
描
か
れ
て
い
る
。
蓮
台
の
上
に

乗
る
宝
塔
の
開
い
た
扉
の
な
か
に
は
、
蓮
台
に
乗
る
仏
像
が
二
体
座
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
光
背
も
見
え
る
。

宝
塔
の
朱
印
は
、
第
一
七
紙
目
（
最
終
紙
）
以
外
、
一
紙
ご
と
に
す
べ
て
押

さ
れ
て
い
る
。
押
印
の
場
所
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
紙
の
中
央
よ
り
手

前
が
多
い
。
ま
た
、
経
紙
の
背
面
に
も
九
箇
所
押
さ
れ
て
い
る
。
経
文
は
宝
塔

朱
印
を
押
し
て
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
宝
塔
朱
印
と
同
じ
も
の
を
押
し
た
大
般
若
経
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い

が
、
も
っ
と
も
近
い
も
の
と
し
て
、
奈
良
県
五
條
市
満
願
寺
の
大
般
若
経
が
あ

げ
ら
れ
る
。
満
願
寺
本
の
宝
塔
朱
印
は
、【
聖
教
１
】
よ
り
も
少
し
だ
け
高
い

二
〇
・
四
㎝
で
あ
り
（
奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
存
課
編
『
奈
良

県
大
般
若
経
調
査
報
告
書

二

本
文
篇
』
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
五

年
）、
宝
塔
の
描
写
が
細
部
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
見
比
べ
る
と
、

ひ
じ
ょ
う
に
よ
く
似
て
い
て
、
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
か
ら
永
久
四
年
（
一

一
一
六
）
の
書
写
で
あ
る
満
願
寺
本
と
の
時
期
も
近
い
の
で
、【
聖
教
１
】
に

押
さ
れ
た
宝
塔
朱
印
は
、
満
願
寺
本
を
参
考
に
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き

る
。書

写
の
書
き
手
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
手
が
あ
る
こ
と
ま
で
は
わ
か
る
。
し

か
し
、
何
人
で
あ
る
か
ま
で
は
断
定
で
き
な
い
。
通
常
は
、
一
巻
に
つ
き
一
人

で
書
写
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
珍
し
い
事
例
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
書
き
手
と
は
別
筆
で
、
か
つ
擦
り
消
さ
れ
て
い
て
、
き
わ
め
て

薄
い
墨
痕
が
内
題
の
下
に
見
え
る
。
そ
こ
に
は
「
伊
賀
国
山
田
郡
殖
木
宮
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
は
、
伊
賀
市
教
育
委
員
会
が
所
蔵
す
る
「
植
木
宮

大
般
若
経
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
群
と
同
じ
も
の
で
あ
る
（『
伊
賀
市
史
』
第

四
巻
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
二
頁
・
二
四
三
頁
）。
さ
ら
に
、
伊
賀
市
教
育
委

員
会
所
蔵
の
も
の
に
は
、
そ
の
後
の
修
補
・
供
養
の
識
語
も
残
さ
れ
て
お
り
、

殖
木
宮
大
般
若
経
と
し
て
揃
え
ら
れ
た
後
に
、
和
泉
国
の
横
山
に
移
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
動
き
は
わ
か
ら
な
い
が
、
田
中
塊
堂

『
日
本
古
写
経
現
存
目
録
』（
思
文
閣
、
一
九
七
三
年
）
に
よ
る
と
、
本
学
が
購

入
す
る
以
前
は
、
松
本
文
三
郎
氏
所
蔵
で
あ
っ
た
と
い
う
。

殖
木
宮
大
般
若
経
は
、
残
存
す
る
経
巻
が
多
く
は
な
い
た
め
、
今
な
お
分
類

が
で
き
て
お
ら
ず
、
不
明
な
点
が
多
い
。
ほ
か
の
僚
巻
も
含
め
た
全
体
を
見
通

し
た
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

（
内
題
下
の
識
語
）

（
擦
り
消
し
）

「
伊
賀
国
山
田
郡
殖
木
宮
」

（
奥
の
識
語
）

「
保
元
三
戊
寅
年
四
月
五
日
加
修
補
供
養
畢
」

（
そ
の
他
識
語
）

「
六
百
内
四
帙
四
」

「
六
百
内
四
帙
四
巻

」

（
竹
本
）
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【
聖
教
２
】
大
般
若
波
羅
蜜
多
経

巻
第
一
百
三

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
（
大
般
若
経
）
は
、
一
切
経
の
な
か
で
も
っ
と
も
大
部

の
経
典
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
一
切
経
を
完
備

す
る
た
め
の
国
家
事
業
が
た
び
た
び
行
わ
れ
、
奈
良
時
代
の
終
わ
り
頃
ま
で
に

は
、
五
月
一
日
経
を
は
じ
め
と
す
る
数
セ
ッ
ト
の
一
切
経
が
存
在
し
て
い
た
。

平
安
時
代
に
な
っ
て
も
、
一
切
経
の
写
経
事
業
は
衰
え
ず
、
皇
族
や
貴
族
の
発

願
を
は
じ
め
、
各
寺
院
で
も
備
え
る
よ
う
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

【
聖
教
２
】
も
、
そ
う
し
た
一
切
経
の
う
ち
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
古
書
店
で
出
回
っ
て
い
た
段
階
か
ら
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
に
整
え

ら
れ
た
法
隆
寺
一
切
経
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

お
そ
ら
く
法
隆
寺
五
師
で
法
隆
寺
一
切
経
の
修
補
に
携
わ
っ
た
相
慶
の
名
が

奥
に
み
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
は
誤
り
で
あ
る
。【
聖
教
２
】
は
、
法
隆
寺
一
切
経
と
は
別
の
大
般
若
経
六

百
巻
を
補
填
す
る
た
め
に
、
い
ず
れ
か
か
ら
法
隆
寺
の
相
慶
が
収
集
し
た
も
の

で
あ
る
（
堀
池
春
峰
「
平
安
時
代
の
一
切
経
書
写
と
法
隆
寺
一
切
経
」『
南
都

仏
教
史
の
研
究

下
〈
諸
寺
篇
〉』
法
蔵
館
、
一
九
七
二
年
、
初
出
一
九
七
一

年
）。
な
お
、
最
初
に
仕
立
て
ら
れ
た
明
確
な
時
期
や
場
所
は
不
明
で
あ
る
。

【
聖
教
２
】
の
現
状
は
、
黄
灰
色
の
表
紙
（
後
補
）
を
付
し
た
巻
子
装
で
、

表
題
は
な
い
。
経
紙
は
、
黄
褐
色
の
楮
紙
か
ら
な
り
、
虫
喰
い
が
各
所
に
み
ら

れ
、
そ
れ
を
保
護
す
る
よ
う
に
全
面
に
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
い
る
。

経
紙
の
紙
数
は
、
全
一
七
紙
か
ら
な
る
。
一
行
は
一
七
字
詰
め
で
、
第
二
紙

目
の
計
測
値
を
あ
げ
る
と
、
紙
高
二
六
・
四
㎝
、
一
紙
幅
五
八
・
〇
㎝
、
界
高

二
〇
・
一
㎝
、
界
幅
一
・
八
㎝
、
一
紙
行
数
は
三
一
行
で
あ
る
。
界
線
の
引
き

方
は
全
体
的
に
荒
い
が
、
紙
継
目
に
界
線
を
引
か
な
い
と
こ
ろ
な
ど
、
古
さ
を

感
じ
さ
せ
る
。
軸
は
新
補
で
あ
る
。

当
初
の
書
写
の
時
期
は
、
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
奥
に
長
寛
三
年
（
一

一
六
五
）
の
修
補
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
と
考
え
ら

れ
、
お
お
よ
そ
平
安
時
代
の
後
半
に
お
さ
ま
る
書
写
経
と
み
ら
れ
る
。

書
写
に
つ
い
て
は
、
一
巻
が
複
数
の
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
少
な
く
と
も
第
四
・
五
紙
目
間
お
よ
び
第
一
〇
・
一
一
紙
目
間
は
、

明
ら
か
に
書
き
手
が
変
わ
っ
て
い
る
。
第
一
〇
・
一
一
紙
目
間
か
ら
、
一
紙
行

数
が
三
一
行
か
ら
三
三
行
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
と
関
係
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
紙
行
数
が
途
中
で
変
わ
っ
た
の
は
、
第
一
一
紙
目

以
降
の
界
線
が
一
・
七
㎝
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
紙
幅

は
毎
紙
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
の
で
、
新
た
に
紙
を
補
っ
た
と
い
う
よ
り
、
一
巻

内
の
書
写
と
装
潢
（
こ
の
場
合
は
界
引
）
を
分
担
し
て
い
た
珍
し
い
事
例
と
考

え
ら
れ
る
。

校
正
に
つ
い
て
は
、【
聖
教
２
】
に
は
、
尾
題
の
次
行
に
「
校
了
」
の
記
載

が
あ
る
と
は
い
え
、
補
紙
に
よ
る
か
な
り
多
め
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
通
常
は
一
紙
に
つ
き
三
一
行
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
第
五
紙
目
は
三

行
、
第
一
〇
紙
目
は
一
行
、
第
一
二
紙
目
は
一
七
行
、
第
一
三
紙
目
は
四
行
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
紙
が
短
い
箇
所
は
、
校
正
の
過
程
で
脱
行
が
判
明
し
、
経
紙
を

い
っ
た
ん
切
断
し
た
う
え
で
、
新
た
に
書
写
し
て
経
紙
を
挿
入
し
た
こ
と
を
示
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し
て
い
る
。
脱
行
が
あ
っ
て
も
、
経
紙
を
追
加
し
な
か
っ
た
箇
所
も
あ
り
、
そ

の
場
合
は
行
間
の
界
線
上
に
行
単
位
で
経
文
を
挿
入
し
て
い
る
。

書
写
お
よ
び
校
正
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
が
当
初
か
ら
の
も
の
な
の
か
、
法
隆
寺
の
相
慶
ら
に
よ
る
も
の
な
の

か
を
見
極
め
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
奥
の
識
語
）

「
校
了
」

「
長
寛
三
年
乙
酉
法
隆
寺
五
師
相
慶
為
滅
罪
生
善
後
世
�
兼
又

法
界
衆
�
�
�
�
�
�
�
�
修
補
耳

敬
白
」（
�
�
�
�
は
虫
喰
い
）

（
竹
本
）

【
聖
教
３
】
紺
紙
金
銀
字
交
書
法
華
経
断
簡

写
本
一
軸
。
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
五
、
如
来
寿
量
品
第
十
六
の

断
簡
。
各
行
を
金
泥
・
銀
泥
交
互
に
用
い
て
書
い
て
い
る
。「（
我
）
成
仏
し
て

よ
り
こ
の
か
た
、
ま
た
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
こ
と
、
百
千
万
億
那
由
他
阿
僧
祇
劫

な
り
。
こ
れ
よ
り
こ
の
か
た
、
我
常
に
こ
の
娑
婆
世
界
に
あ
り
て
、
説
法
教
化

す
。
ま
た
余
の
百
千
万
億
那
由
他
阿
僧
祇
国
に
お
い
て
、
衆
生
を
導
利
す

…
…
」
と
、
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
仏
が
登
場
し
て
、
此
土
お
よ
び
他
土
の
教

化
、
自
身
お
よ
び
他
身
示
現
の
統
一
身
を
示
し
、「
如
来
は
、
如
実
に
三
界
の

相
を
知
見
し
…
…
」
と
、
諸
法
実
相
を
知
見
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
、「
寿
命

無
量
阿
僧
祇
劫
常
住
に
し
て
不
滅
な
り
」
と
、
仏
の
常
住
を
説
く
。『
法
華
経
』

後
半
最
大
の
山
場
の
部
分
で
あ
る
。

（
梯
）

【
聖
教
４
】
仁
王
経
等
八
法
口
訣

写
本
一
軸
。
表
紙
に
「
経
」、
表
紙
見
返
に
、「
此
巻
有
八
法

仁
王

法
花

寿
命

六
字

孔
雀

請
雨

宝
楼
閣

菩
提
場
」
と
あ
る
。
奥
書
は
、「
延

慶
三
年
五
月
十
七
日
於
桂
宮
印
書
写
了

金
剛
仏
子
卯
玄
生
年
卅
三
」「
明

暦
二
丙
申
載
二
月
仏
涅
槃
日
令
図
写
之

多
聞
院
小
比
丘
恵
覚
」。

密
教
の
事
相
上
の
諸
口
訣
を
記
し
た
書
で
、
諸
尊
法
八
法
が
集
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
．
仁
王
経
法

遍
照
寺
・
小
野
両
流
の
本
尊
・
種
子
・
三
形
・
印
・
真
言

な
ど
を
列
挙
し
、
不
動
を
本
尊
と
す
る
小
野
流
の
曼
陀
羅
を
載
せ
る
。

２
．
寿
命
経
法

普
賢
延
命
法
を
指
す
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

３
．
六
字
経
法

種
子
・
三
形
・
道
場
観
・
印
・
真
言
・
護
摩
を
列
挙
し
、

本
尊
曼
陀
羅
に
つ
い
て
の
説
明
に
続
い
て
、
醍
醐
流
の
曼
陀
羅
を
載
せ

る
。

４
．
法
花
経
法

本
尊
に
関
す
る
議
論
に
続
い
て
、
法
花
曼
陀
羅
を
載
せ

る
。

５
．
孔
雀
経

梵
号
・
密
号
・
種
子
・
三
形
・
大
壇
図
を
列
挙
し
、
本
尊
の

説
明
と
共
に
本
尊
図
を
載
せ
る
。

６
．
請
雨
経

本
尊
・
壇
法
に
続
い
て
、
二
種
の
本
尊
図
を
載
せ
る
。

７
．
宝
楼
閣
経
法

本
尊
・
根
本
印
・
随
心
印
・
大
陀
羅
尼
・
心
真
言
・
随

心
真
言
・
諸
尊
の
印
を
列
挙
し
た
後
、
曼
陀
羅
を
載
せ
る
。
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８
．
菩
提
場
陀
羅
尼
法

曼
陀
羅
の
説
明
に
続
い
て
、
根
本
印
・
陀
羅
尼
を

列
挙
し
、
曼
陀
羅
を
載
せ
る
。

（
梯
）

【
聖
教
５
】
辨
顕
密
二
教
論

版
本
（
高
野
版
）
上
下
二
冊
、
加
点
本
。
上
巻
表
紙
に
は
「
二
教
論
巻

上
」、
下
巻
表
紙
に
は
「
二
教
論
巻
下
」
の
外
題
が
あ
る
。

空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
著
。
二
巻
。
活
字
本
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

第
七
七
巻
等
所
収
。
成
立
年
代
は
未
詳
で
あ
る
が
、
弘
仁
年
間
（
八
一
六
年

頃
）
と
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
平
安
時
代
に
は
あ
ま
り
流
布
し
な
か
っ
た
と
す
る

説
も
あ
る
（
大
久
保
良
峻
「
平
安
初
期
に
お
け
る
日
本
密
教
の
樹
立
と
教
学
交

渉
」『
密
教
文
化
』
二
三
四
、
二
〇
一
五
年
）。

内
容
は
標
題
の
通
り
で
、
顕
教
と
密
教
の
優
劣
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
顕
教

と
は
法
相
・
三
論
・
天
台
・
華
厳
の
諸
宗
を
指
し
、
そ
れ
と
密
教
す
な
わ
ち
真

言
宗
の
教
え
と
を
対
比
し
て
、
密
教
の
優
位
を
主
張
す
る
。
対
比
の
着
眼
点

は
、
説
法
を
す
る
仏
身
の
状
態
・
説
法
の
内
容
・
成
仏
ま
で
の
時
間
・
救
済
対

象
範
囲
の
四
つ
で
あ
る
。

顕
教
は
応
化
身
あ
る
い
は
他
受
用
身
の
説
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
密
教
は
自

受
用
法
身
の
説
法
で
あ
る
。
応
化
身
と
は
、
凡
夫
の
た
め
に
三
乗
の
教
え
を
説

く
仏
で
あ
り
、
他
受
用
身
は
聖
者
の
た
め
に
一
乗
の
教
え
を
説
く
。
三
乗
と

は
、
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
を
言
う
。
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
は
自
利
の
み
を

目
指
す
小
乗
の
教
え
、
菩
薩
乗
は
自
利
・
利
他
の
成
就
を
目
指
す
大
乗
の
教
え

で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
、
聞
く
者
の
能
力
に
応
じ
て
各
別
に
示
す
の
が
、
三
乗
の

教
え
で
あ
り
、
法
相
宗
の
教
理
が
そ
れ
に
当
た
る
。
一
乗
と
は
一
仏
乗
を
言

い
、
あ
ら
ゆ
る
能
力
の
者
に
等
し
く
仏
の
悟
り
を
目
指
す
教
え
が
示
さ
れ
る
。

三
論
・
天
台
・
華
厳
の
教
理
が
そ
れ
に
当
た
る
。
し
か
し
顕
教
の
教
え
は
密
教

に
較
べ
る
と
低
劣
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
成
仏
に
至
る
ま
で
に
悠
久
の
時
間
を

要
す
る
。
ま
た
救
済
対
象
も
限
定
的
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
自
受
用
法
身
が
説
く
三
密
門
の
教
え
は
、
仏
が
自
身
の
悟

り
の
境
地
を
そ
の
ま
ま
説
く
も
の
で
、
本
来
は
仏
以
外
の
者
に
は
感
受
で
き
な

い
。
し
か
し
仏
は
慈
悲
心
に
よ
っ
て
特
別
に
秘
密
の
法
門
を
開
設
し
て
甚
深
の

教
え
を
説
く
。
そ
れ
が
密
教
で
あ
る
。
三
密
門
と
は
、
衆
生
の
身
・
口
・
意
の

三
業
（
身
体
・
言
語
・
心
意
の
活
動
）
が
仏
の
身
・
口
・
意
の
三
密
と
一
体
と

な
る
こ
と
を
目
指
す
教
え
で
あ
り
、
そ
れ
を
信
受
す
る
と
、
衆
生
の
上
に
即
座

に
仏
の
境
地
が
現
れ
る
。
そ
れ
を
即
身
成
仏
と
言
う
。
こ
の
身
の
ま
ま
で
仏
の

境
地
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
教
え
は
、
あ
ら
ゆ
る

能
力
の
者
に
説
か
れ
、
一
切
衆
生
が
等
し
く
救
済
さ
れ
る
。
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る

観
点
か
ら
密
教
の
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

（
梯
）

【
聖
教
６
】
声
字
実
相
義

版
本
（
高
野
版
）
一
冊
、
加
点
本
。
表
紙
に
は
「
声
字
義
」
の
外
題
と
「
融

仙
」
の
署
名
、
裏
表
紙
見
返
に
「
義
観
」
と
記
さ
れ
蔵
書
印
が
あ
る
。

空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
著
。
一
巻
。
活
字
本
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
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第
七
七
巻
等
所
収
。
成
立
年
代
は
未
詳
で
あ
る
が
、『
即
身
成
仏
義
』（
八
二
三

〜
八
二
四
頃
）
の
後
、『
大
日
経
開
題
』
を
挟
ん
で
余
り
間
を
置
か
な
い
頃
と

さ
れ
る
（
苫
米
地
誠
一
『
平
安
期
真
言
密
教
の
研
究
』
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
〇

八
年
）。

声
字
（
言
葉
と
文
字
）
が
そ
の
ま
ま
実
相
（
真
如
）
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ

て
い
る
。
通
常
仏
教
で
は
、
言
葉
は
真
如
を
顕
す
た
め
の
方
便
で
あ
り
、
言
葉

が
そ
の
ま
ま
真
如
な
の
で
は
な
い
と
言
う
。
と
こ
ろ
が
空
海
は
、
密
教
は
法
身

の
説
法
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
言
葉
が
そ
の
ま
ま
真
如
で
あ
る
と
言
う
。

第
一
舒
意
の
章
に
は
、
声
字
実
相
の
大
意
を
述
べ
て
、
法
身
説
法
は
必
ず
文

字
に
よ
り
、
文
字
は
六
塵
を
本
体
と
し
、
六
塵
の
本
質
は
法
身
の
三
密
で
あ
る

と
言
う
。
六
塵
と
は
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
を
言
う
。
眼
・
耳
・
鼻
・

舌
・
身
・
意
の
六
根
の
対
象
と
な
る
境
界
で
、
通
常
は
心
を
汚
す
の
で
塵
と
言

う
。
と
こ
ろ
が
法
身
よ
り
繰
り
出
さ
れ
る
文
字
は
、
清
浄
で
あ
り
そ
の
ま
ま
が

真
如
で
あ
る
と
言
う
。

第
二
釈
名
体
義
の
章
は
、
釈
名
・
体
義
の
二
節
よ
り
な
る
。
釈
名
で
は
、
声

・
字
・
実
相
の
語
意
と
関
係
と
を
説
い
て
声
字
即
実
相
を
主
張
す
る
。

体
義
で
は
、
ま
ず
『
大
日
経
』
具
縁
品
の
、「
等
正
覚
の
真
言
、
言
名
成
立

の
相
は
」
云
々
の
文
を
掲
げ
、
等
正
覚
と
は
平
等
法
身
の
身
密
で
あ
り
、
す
な

わ
ち
実
相
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
真
言
は
声
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
語
密

（
口
密
）、
そ
し
て
言
名
と
は
字
で
あ
る
と
述
べ
て
、
こ
の
文
の
中
に
声
字
即
実

相
が
説
か
れ
て
い
る
と
言
う
。

次
に
、「
五
大
に
み
な
響
あ
り
、
十
界
に
言
語
を
具
す
、
六
塵
こ
と
ご
と
く

文
字
な
り
、
法
身
は
こ
れ
実
相
な
り
」
と
述
べ
、
五
大
（
地
・
水
・
火
・
風
・

空
す
な
わ
ち
世
界
の
構
成
要
素
）
は
声
の
体
で
あ
る
こ
と
、
仏
界
の
文
字
の
根

本
は
法
身
で
あ
る
こ
と
、
六
塵
に
そ
れ
ぞ
れ
文
字
の
相
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て

い
る
。
空
海
の
法
身
説
法
思
想
の
到
達
点
を
示
す
書
で
あ
る
と
言
え
る
。（

梯
）

【
巻
子
１
】
婚
迎
之
記

「
婚
迎
之
記
」
と
題
さ
れ
た
婚
礼
に
関
す
る
故
実
書
で
、
衣
装
や
食
事
な
ど

に
つ
い
て
彩
色
画
も
交
え
な
が
ら
説
明
が
な
さ
れ
る
。
跋
文
に
は
、「
右
日
記

自
古
来
持
伝
処
／
無
相
違
故
以
自
筆
奥
／
書
染
之
訖
／
延
宝
八
年
申
十
一
月
廿

三
日
／
伊
勢
兵
庫
助
／
貞
衡
（
花
押
）／
松
尾
勘
解
由
殿
」
と
記
さ
れ
る
。
こ

れ
に
従
え
ば
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
故
実
家
で
あ
る
伊
勢
貞
衡
（
一
六

〇
五
〜
一
六
八
九
）
が
、
自
家
に
伝
わ
る
書
物
を
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
宛
所
の
松
尾
勘
解
由
に
つ
い
て
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

（
馬
部
）

【
巻
子
２
】
東
大
寺
正
倉
院
宝
物
図

天
明
三
年
（
一
七
八
四
）、
紙
本
著
色
。
東
大
寺
正
倉
院
に
伝
来
す
る
宝
物

を
写
図
し
た
画
巻
で
あ
る
。
巻
末
に
「
天
明
三
癸
卯
年
／
五
月
吉
日
／
東
大
寺

奉
行
役
兼
／
稲
垣
三
徳
幸
清
（
花
押
）」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
制
作
年
と
作
者
の

名
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
巻
首
に
は
「
男
爵
／
三
井
／
南
家
」
の
朱
文
方
印
が

捺
さ
れ
て
お
り
、
本
巻
の
旧
所
蔵
者
が
三
井
南
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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正
倉
院
は
北
倉
・
中
倉
・
南
倉
の
三
倉
に
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
北
倉
に
は
主

に
聖
武
天
皇
遺
愛
の
品
が
、
中
倉
・
南
倉
に
は
東
大
寺
に
関
わ
る
種
々
の
品
が

納
め
ら
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
の
倉
の
宝
物
も
、
古
代
・
中
世
を
通
し
て
一
般
の

人
々
の
目
に
触
れ
る
機
会
は
な
く
、
正
倉
院
宝
物
の
具
体
的
な
姿
は
一
般
に
は

知
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
東
大
寺

別
当
勧
修
寺
宮
済
深
法
親
王
の
命
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
宝
物
を
描
い
た
「
宝

物
図
巻
」
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
写
本
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

状
況
は
大
き
く
転
換
す
る
。
こ
の
所
謂
「
元
禄
図
巻
」
は
、
そ
も
そ
も
宝
物
の

形
を
正
確
に
写
し
た
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
、
ま
た
そ
の
転
写
を
繰
り
返
す
過

程
で
図
像
の
形
態
は
実
物
か
ら
大
き
く
離
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
少

な
く
と
も
近
世
後
期
に
は
、
正
倉
院
宝
物
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
に
広
く

共
有
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

本
画
巻
は
上
記
「
元
禄
図
巻
」
の
転
写
本
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

香
木
・
薬
品
・
武
具
・
楽
器
・
調
度
・
仏
具
・
文
具
・
飲
食
器
の
類
が
、
各
部

法
量
や
材
質
等
の
注
記
を
伴
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
注
記
は
各
宝
物
の
細
部
に

及
ん
で
お
り
、
宝
物
に
施
さ
れ
た
文
様
の
描
出
も
比
較
的
丁
寧
で
あ
る
。
大
ぶ

り
な
料
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
一
定
の
鑑
賞
性
を
有
す
る

作
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
苫
名
）

【
巻
子
３
】
東
大
寺
宝
器
図

江
戸
時
代
後
期
、
紙
本
著
色
。
東
大
寺
正
倉
院
に
伝
来
す
る
宝
物
を
写
図
し

た
画
巻
で
あ
る
。
落
款
印
章
等
は
な
く
、
作
者
や
旧
蔵
者
は
不
明
で
あ
る
。

本
画
巻
も
【
巻
子
２
】
と
同
様
、
上
記
「
元
禄
図
巻
」
の
転
写
本
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
香
木
・
薬
品
・
武
具
・
楽
器
・
調
度
・
仏
具
・
文
具
・

飲
食
器
の
類
が
、
各
部
法
量
や
材
質
等
の
注
記
を
伴
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
細

部
の
法
量
や
材
質
等
の
注
記
は
省
略
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
宝
物
の
構
造

や
宝
物
の
各
部
に
用
い
ら
れ
た
材
質
の
種
類
を
把
握
せ
ず
に
描
か
れ
た
箇
所
も

散
見
す
る
。
上
記
の
特
徴
は
「
元
禄
図
巻
」
に
基
づ
く
転
写
が
繰
り
返
さ
れ
る

過
程
で
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
画
巻
が
「
元
禄
図
巻
」
原
本
の
複
数
回

の
転
写
を
経
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

（
苫
名
）

【
巻
子
４
】
名
所
十
二
景
絵
巻

江
戸
時
代
後
期
、
紙
本
著
色
。
日
本
各
地
の
名
所
を
詠
ん
だ
和
歌
と
、
そ
の

場
景
を
表
し
た
絵
を
組
み
合
わ
せ
た
絵
巻
で
あ
る
。
全
一
二
場
面
か
ら
な
る
。

江
戸
時
代
に
は
、
日
本
の
各
地
に
お
い
て
そ
の
地
の
文
化
的
地
位
を
高
め
る

べ
く
八
景
・
十
景
・
十
二
景
等
の
名
所
が
新
た
に
選
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
題
材

と
し
た
名
所
絵
の
制
作
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
本
作
品
に
表

さ
れ
た
名
所
は
、
和
歌
浦
（
第
一
図
、
現
和
歌
山
県
）・
初
瀬
山
（
第
二
図
、

現
奈
良
県
）・
比
良
山
（
第
三
図
、
現
滋
賀
県
）・
富
士
山
（
第
七
図
、
現
静
岡

県
・
山
梨
県
）・
大
井
川
（
第
八
図
、
現
静
岡
県
）・
那
智
の
滝
（
第
一
一
図
、

現
和
歌
山
県
）・
小
塩
山
（
第
一
二
図
、
現
京
都
府
）
と
複
数
の
地
域
よ
り
選

択
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
い
ず
れ
も
中
世
以
前
よ
り
歌
に
詠
ま
れ
て
き
た
場
所
で
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あ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
新
名
所
が
選
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
地

を
題
材
と
す
る
和
歌
が
新
た
に
詠
進
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
本
作

品
に
書
き
込
ま
れ
た
和
歌
は
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
以
前
に
詠
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
作
品
は
伝
統
的
な
名
所
主
題
に
材
を

取
っ
た
作
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
第
四
図
・
第
五
図
・
第
六
図
・
第
九

図
・
第
一
〇
図
に
書
き
込
ま
れ
た
和
歌
に
は
特
定
の
名
所
が
詠
み
込
ま
れ
て
お

ら
ず
、
名
所
を
主
題
と
す
る
作
品
と
し
て
は
い
さ
さ
か
不
審
で
あ
る
。

巻
末
に
記
さ
れ
た
「
藤
原
秀
信
」
と
い
う
絵
師
の
名
は
、「
狩
野
内
䞪
秀
信
」

の
印
章
か
ら
見
て
、
内
匠
を
通
称
と
し
た
狩
野
柳
雪
秀
信
（
一
六
四
七
〜
一
七

一
二
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
柳
雪
秀
信
は
築
地
小
田
原
町
狩
野
家
の
絵
師

で
あ
り
、
狩
野
大
学
氏
信
の
息
子
で
あ
る
。『
古
画
備
考
』
に
よ
る
と
、
宝
永

六
年
（
一
七
〇
九
）
の
禁
裏
御
所
造
営
に
際
し
て
画
事
に
携
わ
っ
た
こ
と
な
ど

が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
先
述
の
よ
う
に
本
作
品
の
諸
場
面
に
書
き
込
ま
れ
た

和
歌
に
不
審
な
点
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
作
品
の
筆
者
を
柳
雪
秀
信
と
見

做
す
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
翻
刻
）

﹇
第
一
図
﹈
伊
勢
し
ま
や

し
ほ
ひ
の
か
た
の

朝
な
き
に

か
す
み
に
ま
か

ふ

和
哥
の
松
原

﹇
第
二
図
﹈
い
つ
も
み
し

松
の
い
ろ
か
は

は
つ
せ
山

さ
く
ら
に
も
る
ヽ

春
の
ひ
と
し
ほ

﹇
第
三
図
﹈
花
さ
そ
ふ

比
良
の
山
か
せ

ふ
き
に
け
り

こ
き
ゆ
く
舟
の

あ
と
み
ゆ
る
ま
て

﹇
第
四
図
﹈
う
ち
し
め
り

あ
や
め
そ
か
ほ
る

ほ
と
と
き
す

な
く
や
さ
月

の

雨
の
ゆ
ふ
暮

﹇
第
五
図
﹈
早
苗
と
る

山
田
の
か
け
ひ

も
り
に
け
り

引
し
め
縄
に

露

そ
こ
ほ
る
ヽ

﹇
第
六
図
﹈
へ
た
つ
と
は

み
え
て
ま
ち
か
く

き
こ
ゆ
也

霧
の
う
へ
ゆ
く

初
か
り
の
声

﹇
第
七
図
﹈
朝
日
さ
す

高
ね
の
み
雪

空
は
れ
て

た
ち
も
及
は
ぬ

ふ
し

の
河
霧

﹇
第
八
図
﹈
大
井
川

か
せ
の
し
か
ら
み

か
け
て
け
り

も
み
ち
の
い
か
た

ゆ
き
や
ら
ぬ
ま
て

﹇
第
九
図
﹈
秋
の
色
を

は
ら
ひ
は
て
て
や

久
方
の

月
の
か
つ
ら
に

こ

か
ら
し
の
か
せ

﹇
第
一
〇
図
﹈
雪
う
つ
む

そ
の
ヽ
呉
竹

お
れ
ふ
し
て

ね
く
ら
も
と
む
る

む
ら
す
ヽ
め
か
な

﹇
第
一
一
図
﹈
那
智
の
山

雲
井
に
み
ゆ
る

い
は
ね
よ
り

ち
ひ
ろ
に
か
ヽ

る

瀧
の
し
ら
い
と

﹇
第
一
二
図
﹈
あ
ひ
を
ひ
の

を
し
ほ
の
山
の

小
松
は
ら

い
ま
よ
り
ち
よ

の

か
け
を
ま
た
な
む

（
苫
名
）

【
巻
子
５
】
歴
代
帝
陵
図
巻

江
戸
時
代
後
期
、
紙
本
著
色
。
表
題
は
箱
書
に
よ
る
。
神
武
天
皇
か
ら
安
永
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八
年
（
一
七
七
九
）
に
没
す
る
後
桃
園
天
皇
に
至
る
ま
で
の
陵
墓
を
彩
色
図
で

示
し
、
周
辺
の
状
況
な
ど
を
添
え
書
き
し
て
い
る
。
内
容
か
ら
し
て
、
文
化
三

年
（
一
八
〇
六
）
に
作
成
が
始
ま
っ
た
文
化
山
陵
図
の
写
本
で
あ
る
。

山
陵
図
の
写
本
系
統
に
つ
い
て
は
、
増
田
一
裕
「
山
陵
図
の
基
礎
的
研
究
」

（『
考
古
学
雑
誌
』
第
八
一
巻
第
二
号
、
一
九
九
六
年
）
が
詳
し
い
。
そ
れ
に
従

え
ば
、
冒
頭
に
『
翁
草
』（『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
第
二
〇
巻
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
八
年
、
六
五
頁
）
の
「
陵
の
事
」
と
「
歴
帝
陵
左
記
」
が
写
さ
れ

て
い
る
点
や
、
文
化
修
陵
事
業
で
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
讃
岐
・
長
門
・
佐
渡
な

ど
の
遠
国
の
山
陵
を
含
ん
で
い
る
点
が
、
国
立
国
会
図
書
館
本
「
享
保
年
間
山

陵
誌
」
と
一
致
す
る
。
こ
の
系
統
の
山
陵
図
は
、
文
化
山
陵
図
を
増
補
し
た
も

の
で
、
増
訂
文
化
山
陵
図
と
さ
れ
る
。
増
訂
文
化
山
陵
図
は
、
描
写
が
粗
い

「
享
保
年
間
山
陵
誌
」
の
系
統
と
、
比
較
的
細
密
に
描
か
れ
た
狭
山
文
庫
本

「
廟
陵
記
」
の
系
統
に
さ
ら
に
分
か
れ
る
が
、【
巻
子
５
】
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
後
者
に
近
い
。

（
馬
部
）

【
文
芸
１
】
住
吉
法
楽
連
歌
百
韻

冒
頭
に
「
享
禄
五
年
正
月
十
八
日
／
何
船

住
吉
法
楽
」、
末
尾
に
「
天
文

第
七
／
六
月
三
日
／
宗
牧
／
半
隠
軒
」
と
記
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
享
禄
五
年

正
月
十
八
日
雪
・
宗
牧
両
吟
何
船
百
韻
」（『
国
書
総
目
録
』
同
書
の
項
）
で
、

国
立
国
会
図
書
館
（
連
歌
叢
書
古
代
連
歌
集
三
）
な
ど
、
多
数
伝
わ
る
写
本
の

う
ち
の
一
つ
に
あ
た
る
。
刊
本
に
「
享
禄
五
年
正
月
十
八
日
住
吉
法
楽
」（『
桂

宮
本
叢
書
』
第
一
八
巻
、
養
徳
社
、
一
九
五
四
年
）
が
あ
る
。

内
容
は
、
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
正
月
に
宗
牧
（
？
〜
一
五
四
五
）
が
三

条
西
実
隆
（
一
四
五
五
〜
一
五
三
七
）
の
も
と
を
訪
れ
た
と
き
の
連
歌
で
あ

る
。
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
の
ち
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
に
宗
牧
が
半
隠
軒

に
送
っ
た
も
の
が
写
さ
れ
て
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、【
文
芸
１
】
に
は
、

古
筆
了
仲
（
一
六
五
六
〜
一
七
三
六
）
の
極
書
が
二
点
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
半
隠
軒
は
畠
山
義
総
被
官
で
連
歌
師
の
飯
川

半
隠
軒
宗
春
と
考
え
ら
れ
る
。

（
馬
部
）

【
文
芸
２
】
賦
何
船
連
歌

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
正
月
一
一
日
に
催
さ
れ
た
連
歌
会
の
懐
紙
を
巻
子

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
末
尾
に
記
さ
れ
た
句
数
か
ら
み
て
も
、
連
歌
師
側
の
中

心
は
里
村
紹
巴
（
一
五
二
五
〜
一
六
〇
二
）
と
み
て
よ
い
。
奥
田
勲
「
紹
巴
年

譜
稿
（
四
・
完
）」（『
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
三
号
第
一
部
、
一

九
七
三
年
）
で
も
、『
国
書
総
目
録
』
で
も
確
認
で
き
な
い
、
新
出
の
記
録
で

あ
る
。

主
催
者
は
、「
本
」
こ
と
毛
利
輝
元
（
一
五
五
三
〜
一
六
二
五
）
で
あ
る
。

正
室
の
清
光
院
（
一
五
五
八
〜
一
六
三
一
）
が
、
毛
利
家
の
人
物
で
は
最
も
多

く
の
句
を
詠
ん
で
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
当
時
の
輝
元
は
伏
見
に
い
た
こ
と

か
ら
、
伏
見
の
毛
利
邸
で
催
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

輝
元
の
一
族
で
は
、
毛
利
秀
就
（
一
五
九
五
〜
一
六
五
一
）
と
毛
利
秀
元

１８



（
一
五
七
九
〜
一
六
五
〇
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
形
ば
か
り
一
句
ず
つ
詠
ん
で
い
る
。

こ
の
う
ち
秀
就
は
輝
元
の
実
子
で
、
慶
長
四
年
の
【
文
芸
２
】
で
は
ま
だ
幼
名

だ
が
、
こ
の
年
の
う
ち
に
豊
臣
秀
頼
の
偏
諱
を
う
け
て
元
服
す
る
。
一
方
の
秀

元
は
、
毛
利
元
就
の
四
男
に
あ
た
る
元
清
の
子
で
あ
る
。
彼
は
、
秀
就
が
生
ま

れ
る
ま
で
輝
元
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
連
歌
会
を
準
備
し
た
の
は
、
毛
利
家
側
で
清
光
院
に
次
い
で
多
く
の
句

を
詠
ん
で
い
る
毛
利
元
康
（
一
五
六
〇
〜
一
六
〇
一
）
と
み
ら
れ
る
。
元
康
は

元
就
の
八
男
で
、
紹
巴
と
親
し
く
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
奥
田
勲

「
紹
巴
年
譜
稿
（
四
・
完
）」
に
よ
る
と
、
元
康
と
紹
巴
は
直
前
の
慶
長
三
年
一

二
月
一
五
日
・
一
七
日
に
も
連
歌
会
で
同
席
し
て
い
る
。

（
翻
刻
）慶

長
四
年
正
月
十
一
日

賦
何
船
連
歌

梅
の
香
に
立
ち
そ
ふ

（
毛
利
輝
元
）

春
の
か
す
み
哉

本

松
に
長
閑
け
き

（
毛
利
輝
元
室
清
光
院
）

風
け
た
つ
雲

午
歳

山
の
端
ハ
雪
ま

（
毛
利
）

か
へ
�
�
あ
ら
ハ
れ
て

秀
元

な
か
れ
出
た
る

（
毛
利
秀
就
）

水
み
と
り
な
り

松
寿
丸

（
中
略
）

本

八
句

午
歳

十

元
信

六

秀
元

一

宗
仲

六

松
寿
丸

一

元
家

七

首
歳

一

景
祐

七

（
毛
利
）

元
康

九

立
意

五

（
里
村
）

紹
巴

十
一

召
為

六

（
里
村
）

玄
仍

十

永
真

六

元
村

七

能
円

一

元
良

七

（
馬
部
）
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大
阪
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
史
料
目
録

整
理
番
号

書
名

日
付

西
暦

差
出
・
作
成
者

宛
先

法
量
（
㎝
）

形
態

受
入
時
期

請
求
記
号

文
書
1

顕
杲
灌
頂
勘
文

承
安
3
年
2
月
27
日

1172
金
剛
仏
子
顕
杲

―
30.8×

346.0
継
紙

1999
年
8
月

K
210.088/K

文
書
2①

仁
王
経
法
伴
僧
交
名
注
進
状
案

建
保
7
年
2
月
13
日

1219
行
事
法
橋
大
位
厳
円

阿
闍
梨
前
権
僧
正
ヽ
ヽ
ヽ

31.6×
51.1

竪
紙

1999
年
8
月

K
210.088/K

文
書
2②

毎
月
阿
弥
陀
護
摩
巻
数
案

安
貞
2
年
12
月
20
日

1228
阿
闍
梨
前
権
僧
正
ヽ
ヽ

―
30.6×

50.7
竪
紙

文
書
2③

孔
雀
明
王
護
摩
巻
数
案

寛
喜
元
年
12
月
24
日

1229
阿
闍
梨
前
権
僧
正
法
印
大
和
尚
位
ヽ
ヽ

―
31.6×

50.4
竪
紙

文
書
2④

北
斗
供
巻
数
案

寛
喜
4
年
正
月
9
日

1232
阿
闍
梨
大
法
師
浄
ヽ

―
32.1×

50.5
竪
紙

文
書
2⑤

降
三
世
御
修
法
巻
数
案

文
永
4
年

1267
阿
闍
梨
前
権
大
僧
都
法
印
大
和
尚
位
親
快
―

34.8×
50.0

竪
紙

文
書
3

足
利
直
義
軍
勢
催
促
状

観
応
元
年
11
月
23
日

1350
（
足
利
直
義
）

土
屋
孫
次
郎
（
宗
直
）

26.2×
33.5

1
幅

1999
年
8
月

K
210.088/A

文
書
4

和
田
盛
助
処
分
状

寛
正
2
年
10
月
24
日

1461
大
中
臣
（
和
田
）
盛
助

―
29.4×

76.8
継
紙

1999
年
12
月
K
210.46/W

文
書
5

足
利
政
氏
書
状

（
年
欠
）
9
月
17
日

―
（
足
利
政
氏
）

多
賀
谷
下
総
入
道

19.4×
40.3

1
幅

2001
年
1
月

K
210.088/A

文
書
6①

室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

永
正
16
年
6
月
19
日

1519
（
飯
尾
）
貞
運
・（
斎
藤
）
基
雄

当
地
百
性
中

13.4×
40.2

2
通
合
装
1
幅
1999

年
8
月

K
210.088/M

文
書
6②

冨
春
軒
一
清
寄
進
状

永
禄
2
年
4
月
10
日

1559
冨
春
軒
一
清

東
禅
院
泉
等
軒

11.9×
40.1

文
書
7

秋
野
返
答
御
條
目
相
違
趣
意
書

（
四
天
王
寺
衆
徒
相
論
記
録
）

享
保
15
年
9
月

1730
天
王
寺
二
舎
利

―
23.2×

16.6
竪
帳
1
冊

1990
年
4
月

K
322.15/G

文
書
8

天
王
寺
秘
記（
四
天
王
寺
境
内
名
所
記
）（
年
月
日
欠
）

―
―

―
24.5×

17.2
竪
帳
1
冊

1999
年
8
月

K
185.9/T

文
書
9①

伴
林
光
平
書
状

（
年
欠
）
9
月
4
日

―
（
伴
林
）
光
平

牧
岡
富
之
輔

16.3×
103.1

6
通
合
装
1
巻
2001

年
4
月

K
915.6/B

文
書
9②

伴
林
光
平
書
状

（
年
欠
）
5
月
4
日

―
（
伴
林
）
光
平

平
岡
鳥
見
之
介

20.5×
30.2

文
書
9③

伴
林
光
平
書
状

（
年
欠
）
3
月
20
日

―
河
内
八
尾
（
伴
林
）
光
平

摂
州
池
田
弘
誓
寺
・
同
中
山
観
音
�
八
丁
東

ニ
て
山
本
村
西
宗
寺

15.8×
76.4

文
書
9④

伴
林
光
平
探
鑿
書

（
年
月
日
欠
）

―
神
（
伴
林
光
平
）

布
（
北
畠
治
房
）

16.2×
47.0

文
書
9⑤

福
井
正
意
翁
彰
徳
文

（
年
月
日
欠
）

―
（
伴
林
光
平
）

―
16.0×

57.9

文
書
9⑥

伴
林
光
平
書
状
（
後
欠
）

（
年
月
日
欠
）

―
（
伴
林
光
平
）

―
16.2×

36.6

文
書
10①

序
文

大
正
2
年
秋

1913
（
土
方
）
久
元
・（
中
山
）
孝
麿

―
20.5×

73.5
4
通
合
装
1
巻
2000

年
7
月

K
210.58/B

文
書
10②

天
誅
組
檄
文

文
久
3
年
9
月

1863
（
伴
林
光
平
）

（
大
和
国
吉
野
郡
北
山
郷
）

17.6×
114.7

文
書
10③

北
畠
治
房
書
簡
・
封
筒

明
治
43
年
8
月
17
日

1910
北
畠
治
房

山
移
定
政

17.9×
130.3

文
書
10④

北
畠
治
房
書
簡

庚
戌
（
明
治
43
年
）

9
月
20
日

1910
布
穀
生
（
北
畠
治
房
）

山
移
賢
兄
（
定
政
）

17.9×
65.3

文
書
11

桂
小
五
郎
書
状

（
年
欠
）
8
月
16
日

―
木
圭
（
桂
小
五
郎
）

大
和
老
兄
（
大
和
弥
八
郎
）

19.5×
49.1

1
巻

2000
年
6
月

K
289.1/K

文
書
12①

徳
富
蘇
峰
書
簡
・
封
筒

明
治
27
年
12
月
16
日

1894
東
京
赤
坂
氷
川
町
五
徳
富
猪
一
郎

佐
世
保
水
雷
隊
管
設
部
軍
医
長
佐
伯
理
一
郎
17.4×

96.0
6
通
合
装
1
巻
2000

年
6
月

K
289.1/T

文
書
12②

徳
富
蘇
峰
書
簡
・
封
筒

明
治
31
年
6
月
20
日

1898
東
京
徳
富
猪
一
郎

京
都
烏
丸
通
京
都
看
病
婦
学
校
佐
伯
理
一
郎
17.4×

42.2

文
書
12③

徳
富
蘇
峰
書
簡
・
封
筒

大
正
4
年
2
月
8
日

1915
東
京
日
吉
町
国
民
新
聞
社
徳
富
猪
一
郎

京
都
市
室
町
通
中
長
者
町
四
佐
伯
理
一
郎

18.6×
59.8

文
書
12④

徳
富
蘇
峰
書
簡

大
正
4
年
9
月
6
日

1915
猪
（
徳
富
猪
一
郎
）

佐
伯
大
人
（
理
一
郎
）

18.6×
79.1

文
書
12⑤

徳
富
蘇
峰
書
簡
・
封
筒

大
正
5
年
12
月
14
日

1916
東
京
日
吉
町
国
民
新
聞
社
徳
富
猪
一
郎

京
都
市
室
町
通
中
長
者
町
佐
伯
理
一
郎

18.6×
85.5

文
書
12⑥

徳
富
蘇
峰
書
簡
・
封
筒

大
正
6
年
1
月
6
日

1917
東
京
市
青
山
南
町
六
之
三
十
徳
富
猪
一
郎
京
都
市
室
町
通
中
長
者
町
佐
伯
理
一
郎

18.6×
70.5

絵
図
1

戒
壇
堂
荘
厳
之
図

享
保
20
年
4
月

1735
年
預
伍
師
権
少
僧
都
懐
賢

―
115.5×

115.3
絵
図
1
舗

2002
年
2
月

K
521.81/T

絵
図
2

東
大
寺
戒
壇
院
境
内
絵
図

安
永
3
年
10
月

1774
長
老
明
道
・
寺
護
瑞
鑑

―
125.0×

141.1
絵
図
1
舗

2002
年
2
月

K
521.81/T

絵
図
3

戒
壇
院
僧
坊
等
麁
色

（
年
月
日
欠
）

―
大
工
次
郎
三
郎

―
28.6×

23.6
竪
帳
1
冊

2002
年
2
月

K
521.81/K

２０



絵
図
4

四
天
王
寺
火
除
地
絵
図

享
和
元
年
4
月

1801
四
天
王
寺
役
人
田
中
恒
右
衛
門
・
同
古
沢

外
記

永
井
日
向
守
様
御
預
り
所
摂
州
東
生
郡
天
王

寺
村
庄
屋
藤
左
衛
門
他
16
名

127.8×
93.5

絵
図
1
舗

2000
年
4
月

K
290.38/S

聖
教
1

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
五
百
三

十
四
（
殖
木
宮
大
般
若
経
）

（
年
月
日
欠
）

―
―

―
24.7×

819.5
1
巻

1999
年
8
月

K
183.2/D

聖
教
2

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
一
百
三
（
年
月
日
欠
）

―
―

―
26.4×

793.3
1
巻

1999
年
8
月

K
183.2/D

聖
教
3

紺
紙
金
銀
字
交
書
法
華
経
断
簡

（
年
月
日
欠
）

―
―

―
24.4×

48.6
1
幅

1999
年
8
月

K
210.088/K

聖
教
4

仁
王
経
等
八
法
口
訣

明
暦
2
年
2
月

1656
多
聞
院
小
比
丘
恵
覚

―
32.4×

869.0
1
巻

1999
年
8
月

K
210.088/N

聖
教
5

辨
顕
密
二
教
論

（
年
月
日
欠
）

空
海

―
24.7×

15.8
竪
帳
2
冊

1999
年
8
月

K
210.088/B

聖
教
6

声
字
実
相
儀

（
年
月
日
欠
）

空
海

―
24.8×

15.9
竪
帳
1
冊

1999
年
8
月

K
210.088/S

書
幅
1

和
歌
二
行
書
幅
（
鶴
千
年
友
）

（
年
月
日
欠
）

―
権
中
納
言
（
三
条
西
）
季
知

―
83.0×

35.2
1
幅

2000
年
6
月

K
210.088/S

/1

書
幅
2

和
歌
二
行
書
幅
（
祝
の
こ
ろ
を
）

（
年
月
日
欠
）

―
権
中
納
言
（
三
条
西
）
季
知

―
83.0×

35.2
1
幅

2000
年
6
月

K
210.088/S

/2

書
幅
3

五
絶
二
行
書
幅

（
年
月
日
欠
）

―
松
菊
夜
生
（
木
戸
孝
允
）

―
117.5×

30.7
1
幅

2000
年
6
月

K
210.088/K

書
幅
4

七
絶
四
行
書
幅

庚
午
（
明
治
3）
冬

1870
甲
東
（
大
久
保
利
通
）

―
122.5×

57.0
1
幅

2000
年
6
月

K
210.088/O

書
幅
5

七
絶
三
行
書
幅

（
年
月
日
欠
）

―
（
徳
富
）
蘇
峰

―
141.0×

41.3
1
幅

2000
年
6
月

K
289.1/T

巻
子
1

婚
迎
之
記

延
宝
8
年
11
月
23
日

1680
伊
勢
兵
庫
助
貞
衡

松
尾
勘
解
由

28.2×
740.7

1
巻

1999
年
8
月

K
210.088/K

巻
子
2

東
大
寺
正
倉
院
宝
物
図

天
明
3
年
5
月

1784
東
大
寺
奉
行
役
兼
稲
垣
三
徳
幸
清

―
38.7×

1303.7
1
巻

2000
年
4
月

K
709.1/T

巻
子
3

東
大
寺
宝
器
図

（
年
月
日
欠
）

―
―

28.7×
874.4

1
巻

2003
年
6
月

K
709.3/T

巻
子
4

名
所
十
二
景
絵
巻

（
年
月
日
欠
）

（
伝
）
狩
野
秀
信

―
26.7×

818.3
1
巻

1999
年
8
月

K
721.4/M

巻
子
5

歴
代
帝
陵
図
巻

（
年
月
日
欠
）

―
―

25.8×
2327.5

1
巻

2000
年
4
月

K
288.46/R

文
芸
1

住
吉
法
楽
連
歌
百
韻

享
禄
5
年
正
月
18
日

1532
宗
牧

―
13.3×

562.5
1
巻

1999
年
8
月

K
911.2/S

文
芸
2

賦
何
船
連
歌

慶
長
4
年
正
月
11
日

1599
紹
巴

―
18.0×

406.8
1
巻

1999
年
8
月

K
911.2/F

文
芸
3

源
氏
箒
木
抄
（
津
守
家
旧
蔵
）

延
宝
2
年
12
月
中
旬

1674
（
津
守
）
国
治

―
15.7×

18.7
列
帖
装
1
冊

1999
年
8
月

K
913.365/G

文
芸
4

源
語
秘
訣
全
（
津
守
家
旧
蔵
）

延
宝
7
年
11
月
2
日

1679
節
水

―
24.6×

18.1
列
帖
装
1
冊

1999
年
8
月

K
913.364/G

文
芸
5

道
明
寺
奉
納
三
吟
千
句

延
享
2
年

1745
平
野
郷
土
橋
良
慶

―
15.0×

25.0
竪
半
裁
帳
1
冊
2000

年
7
月

K
911.3/D

刊
本
1

増
補
改
正
河
内
細
見
図
全

安
永
5
年
10
月

1776
鳴
井
兵
右
衛
門
作
・
高
木
容
膝
齋
正
恒
画
―

52.0×
141.5

絵
図
1
舗

2003
年
6
月

K
290.38/K

刊
本
2

北
蝦
夷
餘
誌

庚
申
（
万
延
元
年
）

1860
松
浦
竹
四
郎

―
25.8×

17.9
竪
帳
1
冊

2000
年
4
月

K
211/M

刊
本
3

十
勝
日
誌
全

萬
延
元
年

1860
松
浦
竹
四
郎

―
25.8×

17.9
竪
帳
1
冊

2000
年
4
月

K
211.3/M

刊
本
4

納
紗
布
日
誌

萬
延
元
年

1860
松
浦
竹
四
郎

―
25.2×

17.5
竪
帳
1
冊

2000
年
4
月

K
211/M

註
）
整
理
番
号
の
丸
数
字
は
枝
番
号
。
法
量
は
本
紙
部
分
。
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【文書 2①】仁王経法伴僧交名注進状案

【文書 1】顕杲灌頂勘文
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【文書 2②】毎月阿弥陀護摩巻数案

【文書 2③】孔雀明王護摩巻数案（表）
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【文書 2③】孔雀明王護摩巻数案（裏）

【文書 2④】北斗供巻数案
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【文書 2⑤】降三世御修法巻数案

【文書 3】足利直義軍勢催促状
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【文書 4】和田盛助処分状

【文書 5】足利政氏書状
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【文書 6】室町幕府奉行人連署奉書・冨春軒一清寄進状

【文書 9④】伴林光平探鑿書

２８



【文書 10②】天誅組檄文

【文書 11】桂小五郎書状
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【文書 12①】徳富蘇峰書簡・封筒

【絵図 1】戒壇堂荘厳之図
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【絵図 2】東大寺戒壇院境内絵図

【絵図 4】四天王寺火除地絵図
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【聖教 1】大般若波羅蜜多経 巻第五百三十四（殖木宮大般若経）

【聖教 2】大般若波羅蜜多経 巻第一百三
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【聖教 3】紺紙金銀字交書法華経断簡

【巻子 4】名所十二景絵巻（初瀬山）
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【巻子 4】名所十二景絵巻（大井川）

【文芸 2】賦何船連歌
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